









































































































































1920 ・東示尚等師範学校教諭に就任 ◆ 『原拠も分かり趣味もある日本の歴史』
・文部省在外研究員として英，米，独，仏の4 （目黒書店）
ヶ国に約3年間留学









1926 •第 3 回汎太平洋学術会議（文部省所管）に委 ◆ 「SomeGeographical Notes on the Excu-
員として参加（東京） rusion to the Inland Sea (Setouchi) Regi-
on, Including Miyajima」（第3回汎太平洋
学術会議 OfficialGuide Book) 
◇□ 「地理学的考察の一方法」（地理教育）















































































































































































































第2章 人文 ・ ・・・・・・・・・・・ 218
第1節 産業 ・・・・・・・・・・・218





















第 2 節奥羽地方••…•• …• ………・8 
第 3 節中部地方• •……………… ·42 
第4節北陸地方・…• ……………・57 
第 5 節近畿地方…••……………・67 
第6節 中國地方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・87
第 7 節四國地方…••……………・97 






































































































































































6)田中啓爾 (1929) : 「地理教授に関する所感の一節」，「地理教育に関する論文集」目黒書店，
ppl 13-122の中に昭和 2 (1927)年の論考として所収されている。
7)田中啓爾 (1965) : 「三宅米吉先生の追憶」，「第三地理学論文集」古今書院， pp752-753.
8)田中啓爾 (1920) : 「原拠も分かり趣味もある日本の歴史」目黒書店， p307.





12)田中啓爾 (1926) : 地理学的考察の一方法．地理教育，第4巻第5号，〔田中啓爾(1929): 『地
理教育に関する論文集』目黒書店， pp58-65に所収されている。大正12年8月の全国地理歴史
教員協議会講演の一部の改作である。〕
13)田中啓爾(1927): 日本地誌教授の単元と其の取扱の順序に就きて．地理教育，第 5巻第 6号．
〔田中啓爾(1929): 「地理教育に関する論文集」目黒書店， ppl9-27に所収されている。〕
14)前掲書13),p25. 
15)田中啓爾 (1929) : 「中等日本地理編纂について（昭和 3年9月目黒書店発行）」，「地理
教育に関する論文集』目黒書店， ppl63-l74. 
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